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児童館施設管理事業

会計区分 事業類型 法定受託系

担当係

事業番号 213

平成26年度 事務事業評価シート平成26年度 事務事業評価シート平成26年度 事務事業評価シート平成26年度 事務事業評価シート
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一般会計 担当課

事務事業名 担当部

根拠法令・個別計画

3

総合計画

分野別計画

予算区分

事業期間

地域の子育て・子育ちを支援します

1

平成１２年度以前

教育・子育て

3

～

こども政策課

子育て支援係

3

児童福祉法

5

平成３０年度以降

子育て支援

◆25年度実施内容

来館者がより安全に、衛生的に児童館を利用することができるよう、必要な遊具、消防設備

等の保守管理、維持管理（光熱水費）、修繕等を行う。

平成25年度の修繕内容

　児童センター：跳び箱、安定器、みんなの広場壁修繕

　西部児童館：物置修繕

　小牧児童館：駐車場修繕

　北里児童館：出入口表示板修繕

◆25年度直接経費の内訳

　報償費（45千円）、修繕料（1,264千円）、手数料（70千円）

目的

（対象をどの様な

状態にするのか）

児童に健全な遊びを提供し、その健康を増進し、情操を豊かにすることを目的とする。
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　報償費（45千円）、修繕料（1,264千円）、手数料（70千円）

　駐車場用地借上料（660千円）、施設管理用器具借上料（114千円）

　清掃用具借上料（6千円）、備品購入費（3,433千円）

◆26年度直接経費の内訳

　報償費（91千円）、修繕料等（1,002千円）、手数料（226千円）

　事務機器保守管理委託料（430千円）、駐車場用地借上料（660千円）

　施設管理用器具借上料（118千円）、清掃用具借上料（7千円）

　備品購入費（40千円）
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実実実実

事業実施におけ

る課題

築年数が経ち老朽化している児童館については、今後計画的な老朽化対策が必要と

なる。
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成果指標名

児童館利用者数

活動指標名

修繕工事件数

人

409,459

H23
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事業番号

事業の

達成状況

修繕を適切に実施することにより、児童館を安全で安心できる居場所として提供する

ことができた。
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事業のボリュームを現状規模で維持すべきもの

（対象や手段を見直す場合も含む）
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事業の改善・見

直し内容（新規追

加事項、廃止・削

減事項等）
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の改善案

今後も計画的に営繕を行っていく。
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果果果果

来館者が安全・快適に利用することができたため。判定理由

施設を適切に管理することができなくなるため、来館者の安全を保障できない。
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現状維持に努める。
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一次評価のとおり。


